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図 1 西粟倉村の人口推移 





では 10 年程で、30社の「ローカルベンチャー」が生まれ、売上が 15億円となり、





















図 2 企業の発展による地方振興の予想図 
 























































































嵐, 2018;池田・青木, 2017）や制度・政策の支援の必要性（牧, 2018; 西澤, 2019; 












































































































基づき、日本語、英文の文献を google scholar, web of scienceで検索し、主に 2015









































 Barnard（1938: 安本・田杉・飯野訳, 1968）は自身の経験に基づく研究により、
組織成立に必要な要素を（１）共通目的、（２）貢献意欲・協働意欲、（３）コミュニ




ークの形成によって、地域産業の形成と成長に繋がるかもしれない。Provan et al. 
(2007) により、一定程度のネットワーク密度は組織にポジティブな影響を与える。





















































































































あれって提出資料はすごく煩雑だよ。」（2020 年 11 月 9日, 関東地域や北海道の
多くの中小企業のコンサル担当だった C氏の発言） 
  




































































































































 経営学とは企業・組織の構造や管理に関わる学問である（大月, 2018; 日経ビジネ


















































































































































































































れの事業を合わせなければならない。    










































































































































































































































































































































































































































































































うか。2番とか 3 番とか焦りが少ないらしくて。意外と１番が焦る、だから 1番
だよね。１番になる意識は大事だし、業績に対する不安をどうやって自分事と























































































































































































僕は「日本の起業家は引退興行」と言っている。結局、この 30 年間に 1 つも成長せ
























るわけがない」と述べている（日経ビジネス a, 2019）。 
 Northeastern University の報告により、イノベーションは「起業を成長させる」、
「組織間の関係性を維持する」、「組織を差別化させる」の３つの重要の役割を発揮し、
Uber、Amazon、Microsoft、Apple はイノベーションにより大きな成功を収め、イノベ





























作家の Ashlee Vanceの著書「Elon Musk: Tesla, SpaceX, and the Quest for a 
Fantastic」から、Tesla の創業者 Elon Musk の英雄主義が味わえる。また、Walmart


































































る人はほとんどいない。そういう人はほぼ東京や大阪にいる。（2020年 11月 4日, 
愛知県の地方活性化コンサルタントの B氏の発言） 
 



























関心が低く、どうやって競争意識・不安を皆に持たせて行くか。（2020 年 11月 9





























アする。行動は皆さんに任せる。（2020年 10月 25 日, 焼津市地域活性化事業に
参画している MYさん） 
 
































(McClelland, 1987; 藤田, 2015b)。越前海岸の Iターンや Uターンの方々や地域に
いる先輩たちの話しを聞いて、正にこの様な内的モチベーションを持っているではな































































































































































































































































































































働きかけるだろう。Alphabet の子会社 WAYMO 自動運転車は American Axle & 
Manufacturing と連携し、Detroitの既存の工場を改修し、生産が始まった(Reuters, 
2019)。日本の福島県会津若松市にはこの 1 年あまり、三菱商事、ソフトバンク、コ








家や NPO法人でもほぼ自分の事業を中心にしている（Kania & Kramer, 2011）。地方
の過疎化、経済衰退の課題の解決も同じく、団結、協働或いは経営者の企業家精神
が欠如していると言える。 















































































































 長野県山ノ内町で温泉旅館を経営している Y 氏は地場産業と人口増加の関係性に
ついてこのように述べている。 
















































































































































1938 年 David Packard と William R. Hewlett により Hewlett Packard 社の創立から
発した 












































 2013 年内閣府の環境モデル都市、2014 年農林水産省のバイオマス産業都市、2019
































2016 年 西粟倉村と『特定非営利活動法人 ETIC』はローカルベンチャーの輩出・育成を
目指し「ローカルベンチャー協議会」を作った。 
2017 年 ETIC と「ローカルベンチャー協議会」は地域資源を活用する知識・スキルを学
ぶ場「ローカルベンチャーラボ」を始めた。 
2018 年まで 西粟倉村に「ローカルベンチャー」は約 30 社誕生した。 
2018 年 11 自治体が「ローカルベンチャー協議会」に参入している。 
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 日時 場所 回答者 時間 
南三陸町移住・定住支
援センター・株式会社
Pallet   




面談担当者 2人 9:00～10:00 
特定非営利活動法人
ETIC． 



















2020 年 11 月 4 日 オンライン
（Zoom） 










援経験 C 氏 
13:00～14:30 
島田市商工課 2020 年 11 月 24
日 






2020 年 11 月 26
日 
福井市越前海岸 隊員 
1 人 F 氏 
11:30～12:30 









2021 年 1 月 13 日 LINE から貰っ
た回答ファイル 
代表取締役社長 Y 氏 22：46 
 
付表２：フィールドワーク一覧 
日時 場所 活動 
2020 年 11 月 22 日 静岡市・焼津市・島田市 町観察・雑談・みなのダイニングとトナチュラルマ
ーケット観察と聞き取り・店舗訪問 
2020 年 11 月 23 日 静岡市・島田市・藤枝市  町観察・雑談・店舗訪問・施設調査 
2020 年 11 月 24 日 島田市・福井市 町観察・雑談・市役所訪問・盛り上げ隊会食・民泊
先聞き取り 
2020 年 11 月 25 日 福井市越前海岸 町観察・雑談・施設調査・店舗訪問・地域おこし協
力隊員や移住者の聞き取り・民泊先聞き取り・体験
活動 
2020 年 11 月 26 日 福井市越前海岸 町観察・雑談・施設調査（サイトライトオフェス
等）・店舗企業訪問・地域おこし協力隊員や移住者
の聞き取り・民泊先聞き取り・在住者と訪問者会食 
2020 年 11 月 27 日 福井市越前海岸 町観察・雑談・施設調査（サイトライトオフェス
等）・店舗企業訪問 





イベント活動 日時 場所 主催者 時間 
MAKERS UNIVERSITY 4 期
開校プレイベント 
























2018 年 11 月 3
日（土） 






















































2020 年 6 月 28
日（日） 






2020 年 10 月
24 日（土） 
















仕掛け人酒場 2020 年 11 月
30 日（月） 




































































































この 3 つの要素に対する意識は企業・組織間の連携に影響を及ぼすか、重要なのか。 
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1人の会社はあるか。どのくらい。なぜ 1人なのか。将来性等をどう思う？ 
 
（３）他の企業に対して、競争意識を持つか？重要なのか。 
 
経営者や起業者は組織（企業・地方）の存続や未来に関する不安・緊張感を持つか？
どんな不安が良い？重要なのか。（個人が環境に左右されることなく日常に感じてい
る不安感。パーソナリティ特性としての不安は,客観的には危険性が少ない諸々の状
況を威嚇的であると知覚する傾向である。客観的な危険性の度合とは不相応な強さの
状態不安で反応させるような動機あるいは獲得された行動傾向を意味する。） 
 
５．地方の経営者や起業する人に支援する充分な政策・制度（国家や地方）が整って
いるか？ 
 
良い政策・制度はあるか。なぜ今の政策・制度が上手くいかない？ 
 
どんな政策・制度がよい？ 
 
６．地方の経営者や起業者の経営知識はどう？ 
 
経営知識や起業知識は必要なのか、重要なのか。 
 
多くの経営者は起業教育と経営学教育を受けたことがある？起業者はどう？ 
 
経営学や起業の教育は必要？  
 
地方で起業教育や経営学教育を支援するプログラムなどを聞いたことがある？ど
う？長く続けるか？  
 
地方で、どんな起業教育と経営学教育が良い？  
 
７．実際に、この概念図を作った。図を見せながら（解釈する：経営知識・スキルを
有し、組織意識、競争意識・不安を持ち、デジタル等現代技術を駆使する人が沢山い
れば、そして、適切な制度・政策を提供し、地方での中小企業の経営が良くなり、起
業が増えることが可能でしょうか） 
流れについて意見を聞けたら。コメントや補充するものがあったら是非。 
 
町（地方）の企業経営と起業、また町（地方）全体の発展において、経営者間物理的
ネットワークと精神的な面、どちらの方が重要？ 
 
起業教育・経営学教育と政策・制度の確保以外に、地方のネットワークの成立条件、
競争意識や不安になるのは他の要素がある？ 
 
地域の繫栄に影響を及ぼす他の要素はあるか。感想や意見などはあるか。 
 
